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作業ストレス負荷時におけるカモミールアロマ芳香浴の
唾液アミラーゼ活性・脳波への影響

田中　睦英　　小浦　誠吾

Effects of chamomile aroma on salivary amylase activity and EEG under mental workload

Mutsuhide TANAKA   Seigo KOURA

Abstract

Objective：The aim of this study was to evaluate the stress-relieving effect of the aroma of chamomile

essential oil by measuring salivary amylase activity and electroencephalogram (EEG) analyses of

test subjects．

Design：Twenty healthy students performed a calculation task (Uchida-Kraepelin test) for 15 min and

then rested for 5 min. During the rest period, 10 students (the aroma group) were exposed to

airborne organic chamomile essential oil. After the rest period，all students performed the

calculations for further 15 min. Saliva samples were collected at baseline, after the calculation tasks

and during the rest period simultaneously with EEG assessment.

Results：During the study, no statistically significant changes in levels of salivary amylase activity

was detected in either the aroma group or the control group. However, a decrease in  frontal beta

activity and an increase in slow alpha activity were clearly observed after the rest period among

women in the aroma group. The control group and the men in the aroma group showed no such

changes．

Conclusions：These findings suggest that the aroma of chamomile essential oil has a stress-relieving

effect on women．

Key words：chamomile essential oil, stress-relieving effect, Uchida-Kraepelin test, salivary amylase

activity, electroencephalogram
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緒言

我々を取り巻く外部環境には様々なストレッサーが存

在し，精神的なストレスの蓄積は精神疾患等の発症の誘

因となる．厚生労働省が実施している労働者健康状況に

よると，職業上で強い不安やストレスを感じている労働

者の割合は60％を超えており，精神疾患，特にうつ病

による休職者は2001年以降急峻な増加傾向を示すなど，

ストレスを誘因とした精神疾患の増加は社会問題と化し

ている1)．我々はストレッサーに対してさまざまな心理

的・身体的なストレス反応を示すが，同時にストレッサ

ーを解決するために，あるいは心理的な負担感を減らす

ためにストレス対処行動を取る．このような行動はスト

レスコーピングと呼ばれ，運動，趣味，レジャー，カラ

オケ，温泉浴などによりストレスを発散する方法（気晴

らし型コーピング）は日常の苛立ちごとによるストレス



解消に対しては有効とされる2)．気晴らし型ストレスコ

ーピングの最もポピュラーな方法のひとつとしてアロマ

セラピーが挙げられる．アロマセラピーの効果に関する

先行研究では不安・ストレスの軽減や鎮静作用，安眠効

果が報告されており3-5)，作業効率の改善にも効果がみら

れている6)．生理学的指標を用いてアロマの効果を定量

的に検討したTodaら7)の先行研究では，ストレスの指標

として有用とされるクロモグラニンA（CgA）の減少が

確認されており，西村ら8)の実験ではCgAに加え，唾液

から簡便に採取・測定可能なストレス指標である唾液ア

ミラーゼ活性の有意な低下も認めている．また，アロマ

芳香浴により精神の安定状態や集中状態を反映する脳波

の変動も生じることが確認されているが9)，いずれの先

行研究においても，使用されているアロマオイルのほと

んどがラベンダーオイルやローズマリーオイルであり，

カモミールオイルのアロマ芳香浴の効果について客観的

指標を用いて検証した先行研究は皆無である．

目的

本研究は，作業ストレス負荷に対するカモミールオイ

ルによるアロマ芳香浴の効果について，唾液アミラーゼ

活性の測定と，体動によるアーチファクトを除去して脳

波測定が可能な前頭型簡易脳波計を用いて検討すること

を目的とする．

対象

精神・神経学的疾患等の現病歴・既往歴のない健常大

学生20名（男性10名，女性10名　平均年齢21.15±0.49

歳）を対象とした．被験者には研究趣旨について口頭並

びに書面にて十分説明した上で，署名にて実験参加の同

意を得た．被験者は男女同数になるようアロマ群（n＝

10，男性５名，女性５名）と対照群（n＝10，男性5名，

女性５名）の２群に無作為に分類した．

方法

実験プロトコルを図１に示す．実験開始前に安静時の

脳波と唾液の採取を実施した後，作業ストレス負荷とし

て内田クレペリン検査を15分間実施し，作業中の脳波を

測定した．内田クレペリン検査は加算作業から描かれる

作業曲線を通して対象者の作業効率や意志的機能の特性

を評価する検査であり，検査用紙に並んでいる一桁の数

字を左端から順番にできるだけ早く加算し，１分経過ご

とに下段の数列に移行することを15分間繰り返す課題で

構成される10)．作業速度と正確性が求められることから，

作業ストレス負荷課題として心理実験等で用いられるこ

とが多く11，12)，本実験においても採用した．

内田クレペリン検査終了直後に唾液を採取し，５分間

の休息を取るとともに休息中の脳波を同時に測定した．

アロマ群は別室へ移動し，アロマ芳香浴を受けながら休

息した．アロマ芳香浴にはローマンカモミールエッセン

シャルオイル（パシフィックプロダクツ社製）を使用し，

室内中央のテーブル上に置いたティッシュペーパーにカ

モミールオイルを浸透させ，室内に芳香を充満させた．

休息直後の唾液採取後，アロマ群は同室内でアロマ芳香

浴を受けながら２回目の内田クレペリン検査を15分間実

施し，１回目の内田クレペリン検査同様，作業中の脳波

を同時に測定した．検査終了後，再度唾液を採取した．

対照群はすべての手続きを同一室内で実施し，休憩時の

アロマ芳香浴を省略した．アロマ芳香浴は別室での実施

であったが，アロマの芳香が対照群で使用する実験室に

微量でも流入することを避けるため，アロマ群と対照群

の実験は異なる日程で実施した．

内田クレペリン検査について，アロマ芳香浴前後での

作業効率を比較するために，１回目と２回目それぞれの

作業量と誤答数の総量を求め，誤答率（誤答数計/総作

業量）を算出した．唾液アミラーゼの測定には簡易型ア

ミラーゼ測定器（ニプロ社製）13)を使用し，専用チップを

用いて唾液を採取した．脳波の測定には前頭型簡易脳波

測定器（alphatec-Ⅳ，日本脳力開発研究所製）を使用
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図１　実験プロトコル



し，実験開始から終了まで前額部に電極を装着した状態

で実施した．安静時（５分間），１回目の作業ストレス負

荷時（15分間），アロマ芳香浴（休息）時（５分間），２回

目の作業ストレス負荷時（15分間）の各時点におけるβ

波（14Hz～），fast α（fα）波（12～14Hz），mid α（m

α）波（9～12Hz），slow α（sα）（8～9Hz）波，θ波

（4～8Hz）の各周波数帯の構成比を継時的に測定した．

統計処理

各時点における脳波の周波数構成比ならびに唾液アミ

ラーゼ値の経時的変動を，３要因（アロマの有無，性別，

各計測時点）の反復測定分散分析(ANOVA)にて検定し

た．また休息（アロマ芳香浴）前後の作業効率を比較す

るため，内田クレペリン検査の平均作業量と誤答率の経

時変化と群間比較にノンパラメトリック検定（Wilcoxon

符号付順位和検定，Mann Whitney検定）を用いた．統

計処理にはSPSS14．0J for Windowsを使用し，有意

水準５％とした．

結果

１．内田クレペリン検査の結果

内田クレペリン検査の結果を表１に示す．作業量は両

群とも１回目に比して２回目で有意に増加していたが

（アロマ群：768.30±169．47 vs. 884.00±173.58，

p=0.005，対照群：627.90±197.25 vs. 771.20±220.76，

p=0.005），1回目・2回目とも両群間で有意差は認めら

れなかった(1回目：p=0.130，2回目：p=0.450)．誤答率

は対照群において，1回目に比して2回目に有意な低下を

認めた（0.01 ±0.01 vs. 0.00±0.00，p＝0.017）．

２．唾液アミラーゼ活性の結果

唾液アミラーゼ活性の結果を表2に示す．アロマ群で

は1回目の内田クレペリン検査後に唾液アミラーゼの上

昇傾向を認めたが（安静時：22.70±15.30kU/l，１回

目検査後：30.30±23.81kU/l），対照群では逆に下降す

る傾向を示した（安静時：39.40±40.87kU/l，１回目

検査後：35.60±36.15kU/l）．両群とも休息後に減少し，

２回目の内田クレペリン検査後に上昇する傾向は共通し

ていたが，各時点における唾液アミラーゼの個人データ

をみると，最小値３kU/l，最大値128kU/lと個人差が

著しかった．そこで，安静時のアミラーゼ値を100とし

て各時点の変化率に換算した上で反復測定分散分析を実

施した結果，アロマ群では休息後に減少傾向を示したも

のの，２回目の内田クレペリン検査後には安静時の４倍

以上（419.69±190.88％）まで増加した．一方対照群

は各時点において経時的に増加する傾向を示したもの

の，変化率は安静時の2 倍弱（191.48±767.55％）に

留まった．しかし両群ともに変化率のばらつきが大きく，

被験者間要因（アロマ芳香浴の有無・性別）と被験者内

要因（経時的変動）の交互作用ならびに各要因の単純主

効果とも認められなかった（図２）．

３．脳波解析の結果

各時点における脳波の周波数帯別構成比の結果を表3

に示す．対照群の安静時mα波の構成比（43.59±
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表１　内田クレペリン検査の結果

表２　唾液アミラーゼ活性の結果（単位：kU/l）

図２　唾液アミラーゼ活性の経時変動

表３　脳波測定の結果（単位：％）



70.08％）が高値を示した以外は，両群ともβ波の構成

比が各時点において最も高く，sα波，mα波，fα波と

続いた．変化パターンをみると，アロマ群でβ波の漸減

傾向とsα波の経時的な微増傾向がみられた．反復測定

分散分析の結果，β波とsα波において被験者間効果

（アロマ芳香浴の有無×性別）＊被験者内因子（経時的変

動）の有意な交互作用を認めた（β波：F(2 . 5 6 ,

40.98)=3.26,  p=0.038，sα波：F(3,  48)=3.39，p=0.025）．

各群・性別におけるβ波とsα波の経時変動をそれぞれ

図３，図４に示す．プロファイルプロットより，アロマ

群の女性ではβ波の有意な漸減傾向を示し，sα波は休

息後より漸増傾向を認めたが，アロマ群の男性ならびに

対照群の男女ではβ波は増加しsα波は減少する傾向を

示していた．

考察

１．内田クレペリン検査の結果

内田クレペリンの検査の結果，カモミールアロマ芳香

浴の有無に関わらず１回目に比して２回目で有意に作業

量は増加した．誤答率については対照群において有意な

低下を認めたものの，両群とも１％前後と極めて低い誤

答率であり，１回目，２回目の誤答率について両群間で

有意差がみられなかった．Sakamotoら6)の実験では，被

験者に作業負荷（モニタ上の球体を注視し，サイズが変

わった際にマウスクリック）をかけた直後にアロマ芳香

浴を受けながら休息し，同様の課題を再度実施した結果，

ラベンダーアロマ芳香浴ではその後の作業効率に改善を

認めたが，ジャスミンアロマ芳香浴ではその効果が認め

られなかった．この結果はアロマオイルの種類により作

業効率への影響が異なることを示唆している．本研究で

はアロマ芳香浴の有無で作業効率に差がなかったことか

ら，カモミールアロマ芳香浴の作業効率の改善効果はラ

ベンダーアロマに比して弱く，２回目の内田クレペリン

における作業量の増加は計算作業の反復による慣れ（般

化）と休息による効果が原因として考えられる．ただし

Sakamotoらの実験では作業課題60分，アロマの暴露時

間が30分と長く設定していることから，アロマ芳香浴の

作業効率に対する効果の顕在化には一定の時間が必要で

あると考える．本研究のデザインは作業効率の改善効果

の検証を主目的としていないことから，この点について

はさらなる検討が必要と考える．

2．唾液アミラーゼの結果

唾液アミラーゼは交感神経の支配を受け，ストレスに

より増加するとされており，ストレス反応の有用な指標

と考えられている13，14)．特にラベンダーオイルの交感神

経活動の抑制効果は顕著であり15)，ラベンダーアロマ芳

香浴やネロリアロマ芳香浴による唾液中のアミラーゼ活

性ならびにクロモグラニンA（CgA）の減少が報告され

ている7，8)．しかし，今回の結果では両群とも安静時より

経時的に唾液アミラーゼが増加する傾向にあったものの，

唾液アミラーゼ濃度の変化パターンについてアロマ芳香

浴の有無ならびに性別による有意差は認められなかった．

橋爪ら16)の実験では作業課題等を課さず，ラベンダーオ

イルをコントロール（無添加），弱条件（3μl），中条件

（6μl），強条件（12μl）の4条件を設定し，それぞれの

濃度のアロマオイルを浸透させた紙片を入れた袋内の空

気を吸引した際のCgAの変動について検討しており，弱

条件で最もCgAの増加が抑制されていた．一方Todaら7)

の実験において，150μlのラベンダーオイルを浸透させ

たフィルター紙によって芳香を充満させた室内で作業負

荷課題（内田クレペリン検査）を受けた群は，対照群に

比して課題終了後のCgA値の有意な低下を認めている．

先行研究におけるCgAや唾液アミラーゼ活性の低下はラ

ベンダーオイルの芳香による交感神経活動の抑制効果を

反映しており，その効果は曝露量が低いほど顕著である

と考えられる．本研究において使用したカモミールアロ
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図３　β波の経時変動

図４　sα波の経時変動



マの量も極めて微量であり，主観的には微かに香る程度

であったが，ラベンダーオイルに比して交感神経活動の

抑制効果は弱く，ストレス軽減効果は低いことが推察さ

れる．ただし橋爪らやTodaらの実験のように，吸引す

るアロマオイルの量を厳密に計測しなかったこと，実験

を行う際，唾液採取前の手続きとして歯磨き・うがい等

による口腔内保清を十分に行わなかったことも差が生じ

なかった要因として考えられ，アロマ芳香浴の方法や唾

液採取時の条件の統制を確実に行うことが課題として示

された．

３．脳波測定の結果

各時点での脳波構成比の経時変動の解析結果から，ア

ロマ群の女性においてアロマ芳香浴後に有意なβ波の減

少とsα波の増加が認められた．β波は内的に情動不安

定で精神的に興奮している状態で出現し，外的刺激に注

意を向けることで増加し，リラックス反応で減少するこ

とが明らかになっている17)．一方，後頭葉α波はリラッ

クス状態で出現することが一般的に知られているが18)，

前頭部のα波は暗算などのワーキングメモリ作動時に増

加すること報告されている18，19)．前述の橋爪ら15)の研究

では，CgAの有意な低下を認めた弱条件において，前頭

部α波の増加を認めている．Diegoら9)によるアロマ芳香

浴前後の脳波と計算課題の作業効率を比較した実験で

は，ラベンダーアロマ芳香浴グループにおいてβ波の有

意な増加と作業効率・正確性の改善がみられ，ローズマ

リーアロマ芳香浴群では前頭部α波およびβ波の抑制が

みられたものの，作業の正確性の改善は認められていな

い．Mossら3)の実験では，認知的パフォーマンスの改善

効果はラベンダーアロマオイルよりもむしろローズマリ

ーアロマオイルで顕著であったものの，精神的なリラッ

クス効果については双方で認められている．これらの先

行研究と本研究の結果を統合すると，カモミールアロマ

芳香浴の脳波への影響はラベンダーアロマ芳香浴やロー

ズマリーアロマ芳香浴とは異なり，前頭部β波の抑制な

らびにα波増強効果として現れ，特に女性に有意に効果

を発現することが示唆された．Gedneyら20)の疼痛に対

するラベンダーオイル芳香欲の効果を検証した実験では，

男性被験者が疼痛強度の主観的軽減を報告する傾向がみ

られたのに対し，女性被験者は疼痛刺激からもたらされ

る不快感の軽減を報告する傾向にあったことから，女性

ではアロマの芳香が情動的側面に影響しやすいことが示

唆される．本研究におけるアロマ群の女性も休息時のア

ロマ芳香浴後，精神的に安定し内的精神活動に集中した

状態に至ったと推察されるが，今回の結果ではストレス

の生理学的指標として有用な唾液アミラーゼでアロマ芳

香浴の効果が認められなかったこと，内田クレペリン検

査の作業効率にカモミールアロマ芳香浴の有無による差

や性差は認められなかったことから，ストレス軽減効果

については疑問が残る．また通常，脳波の周波数解析は

高速フーリエ変換やウェーブレット解析などでパワース

ペクトル値を求めるが，本研究で用いた前頭型簡易脳波

計は各時点における各周波数帯の構成比の解析のみしか

行なえず，その時点における各周波数帯の相対的な活動

量しか捉えることができない．今回，前頭型簡易脳波計

を使用することにより作業ストレス負荷課題中の体動に

よるアーチファクトを除去して測定するというメリット

はあったものの，カモミールアロマ芳香浴前後の脳波の

パワー変動については明らかにできなかったことから，

今後は一般的な脳波計との比較により信頼性・妥当性の

検証作業を進めていく必要があると考える．

まとめ

作業ストレス負荷によって情動的不安定状態に出現す

る前頭部β波の増加や，ワーキングメモリを反映するα

波の減少が生じるが，カモミールアロマ芳香浴を受けた

女性はβ波の漸減傾向ならびsα波の漸増傾向を示すこ

とが明らかとなった．ただしストレス反応を反映する唾

液アミラーゼ活性については，先行研究とは異なりカモ

ミールアロマ芳香浴の有無による差や性差が認められな

かったことから，アロマ芳香浴の方法や唾液採取時の条

件の統制を確実に行うことが課題として示された．
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